
第５章 施策を横断する重点的な取組

 本市の農業・農村には、農業者の減少や高齢化、遊休農地の増加、ため池や水路など

農業施設の老朽化等、将来にわたって持続可能な農業の実現を脅かす様々な課題が存在

しています。 

これらの課題を解決するには、農業者個々人がそれぞれ解決策を講じるだけでは、そ

の効果に限界があります。このため、地域の農業者や土地所有者などの関係者が一堂に

会して、主体的に地域農業の将来に関する話し合いを行い、関係者間の合意形成を経た

上で、問題を解決する方策に順序立てて取り組んでいく必要があります。 

 本市ではこのような地域の合意形成を図る場である北九州市版「むらづくり活動」を

問題解決の出発点と捉え、担い手への農地集積、遊休農地の再生、新たな耕作者の受け

入れ、農地整備や農業施設の計画的な維持補修といった施策を横断する様々な解決策の

実施に結び付け、実効性の高い施策の実施と豊かな農村社会の実現を目指します。 

（１）地域における課題の例 

 〇農業者の減少、高齢化の進展 

 〇遊休農地の増加 

 〇担い手の不在、農地の貸し手・借り手のミスマッチ 

 〇経営農地の分散や狭小農地に起因する生産効率の低迷 

 〇ため池・水路・水門等の施設の老朽化 

 〇鳥獣被害の深刻化                   など 

（２）解決策の例 

 〇地域農業の担い手の選定と担い手への農地集積 

 〇遊休農地の再生 

 〇新たな耕作者の受け入れ 

 〇農地の再整備 

 〇地域一体となった鳥獣被害対策の実施          など 

（３）期待される施策横断的な効果 

 〇地域リーダーの育成 

 〇農業・農村の活性化 

 〇生産規模の拡大や生産力の向上 

 〇農業施設の長寿命化やランニングコストの低減 

 〇農村地域の環境保全、鳥獣害の軽減           など 

１ 北九州市版むらづくり活動の活性化 
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近年、性別や年齢、人種や国籍、障がいの有無、宗教・信条などの価値観に加えて、

キャリアや経験、働き方など、様々な場面で多様性を尊重し、多様な人材を活用するこ

とが求められています。 

農林水産業の分野でも、半農半Ｘなど他の仕事をしながら農林水産業も営むことを希

望する移住者や、生きがいや自信につながる社会参画の場を求めている障害者など多様

な人々が農林水産業の担い手として活躍できる可能性があります。 

このため、これからは生産活動の中核となる認定農業者などのプロフェッショナルな

生産者に加え、半農半Ｘや二地域居住を実践する人など、多様な人材を農山漁村に呼び

込み農林水産業に関わってもらうことが必要です。 

（１）仕組みの概要 

①タイムリーな情報提供 

 ア 本市の農林水産業や農山漁村生活に関心を持つ人々にＳＮＳなどを活用して

就業や移住がイメージできる情報を届けます。 

 イ 産地見学会などを通じて、多様なプレイヤー間の交流を活性化します。 

 ウ 農福連携や二拠点居住など、多様性を活かした活動に関する情報を収集・発信

します。 

②ワンストップの支援体制 

 ア 関係機関で情報を共有することで、相談から就業までをワンストップで受け止

める支援体制を構築します。 

イ 農業技術研修の実施や研究成果の公開、スマート農業技術の展示など、総合農

事センターを「農のショールーム」として活用します。 

（２）期待される施策横断的な効果 

①多様な担い手が農林水産業に参入することにより、従事者数が増加し、農山漁村に

おける関係人口の増加につながります。 

②多様な担い手が農林水産業で活躍することで、農地やため池、水路などの生産イン

フラが安定的に維持管理できるほか、生産規模の拡大も可能になります。 

③多様な担い手が交流を進めることで、様々な立場の人々による相乗効果が生まれ、

「農山漁村発イノベーション」が創造されることが期待できます。 

２ 多様な主体が農林水産業を担う仕組みづくり 
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 高齢化や労働力不足が進む中で農林水産業の生産を効率化するためには、生産から流

通の現場で依然として多く残っている人手に頼る作業や熟練者でなければできない作

業を自動化、省力化していく必要があります。そこで、ロボット技術や情報通信技術（Ｉ

ＣＴ）などを活用して生産性の向上や技術の継承、環境負荷の軽減等を図る取組をすす

めていきます。 

（１）農業におけるスマート技術導入の方向性 

国の事業を活用してスマート農業の実証に取り組むほか、展示会の開催等によりス

マート農業技術に関する情報を発信します。また、実証の成果を踏まえ、スマート農

業技術の導入支援策を検討し、生産性の高い農業を実現できる環境作りを目指します。 

（２）水産業におけるスマート技術導入の方向性

最新の観測機器を活用した調査により、魚礁や天然礁の位置、水産生物の生息状況

や資源量を高精度に把握することにより、生産性を向上しながら適切な水産資源の管

理を行います。 

３ スマート技術の導入による生産流通体制の効率化 
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